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俗
称
「
回か
い
ぶ
ん文
銭
」
の
分
類

　

本
誌
昨
年
四
月
号
ま
で
回
文
銭
に
つ
い
て
概
要
を
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
号
よ
り
具
体
的
な

銭
の
分
類
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

分
類
の
基
本
は
別
表
の
通
り
で
す
。鋳
銭
局
は
ク
チ
ャ

局
と
ア
ク
ス
局
の
二
局
、ク
チ
ャ
局
鋳
の
も
の
は「
大
字
」

「
濶
縁
細
字
」「
小
字
」
と
大
別
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
に
正
背
、

逆
背
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ク
ス
局
鋳
の
も
の

は
「
濶
縁
中
字
」
で
逆
背
の
も
の
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

回
文
銭
は
総
じ
て
状
態
が
悪
く
、
鋳
不
足
、
鋳
溜
り

な
ど
の
影
響
が
考
え
ら
れ
、
多
く
の
手
変
り
が
存
在
す

る
だ
ろ
う
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
例
と
し
て
「
紀
年
」「
無

紀
年
」「
紀
年
様
（
不
明
瞭
）」
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
ク
チ
ャ
局
鋳
「
大
字
」
を
分
類
集
の
形
で
紹

介
し
ま
す
。
な
お
、
分
類
集
を
作
成
す
る
上
で
多
く
の

方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
出
拓
頂
い
た
方
は
次

の
通
り
で
す
。
椿
井
光
華
氏（
分
類
集
内
は
光
と
記
載
）、

吉
田
淳
豊
堂
氏
（
分
類
集
内
は
淳
と
記
載
）、
玉
造
荒
陵

庵
氏
（
分
類
集
内
は
荒
と
記
載
）、
平
野
開
寶
楼
氏
（
分

類
集
内
は
開
と
記
載
）、
大
久
保
明
氏
（
分
類
集
内
は

久
と
記
載
）、
西
野
正
義
氏
（
分
類
集
内
は
西
と
記
載
）、

　

川
瀬　

正
則

 
ラ
シ
ャ
イ
デ
ィ
ン
汗
銭 

俗
称 

回
文
銭
の
解
読
と
分
類（
４
）

　
　
　

｜ 

分
類
集
編
①

岩
田
顕
彦
氏
（
分
類
集
内
は
顕
と
記
載
）、
陳
超
氏
（
分

類
集
内
は
陳
と
記
載
）。
誌
面
を
も
ち
ま
し
て
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
次
の
書
籍
か
ら
借
拓
し
ま
し
た
。『
新
疆
紅
銭

大
全
図
説
』（
分
類
集
内
は
図
と
記
載
）、『
新
疆
歴
史
貨

幣
』（
分
類
集
内
は
歴
と
記
載
）、『
新
疆
銭
幣
』（
分
類

集
内
は
幣
と
記
載
）、『
清
朝
紅
銭
銭
譜
』	

（
分
類
集
内

は
紅
と
記
載
）。

（
以
下
次
号
）

別表　分類の基本


